平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　乗鞍環境保全対策費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）   　

環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課            
　   
自然保護・公園担当　電話番号：058-272-1111（内2699）
   
E-mail：c11264@pref.gifu.lg.jp



     
	事業費


　要求額：41,036千円（前年度予算額：20,247千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　   乗鞍地域（中部山岳国立公園内乗鞍鶴ヶ池施設地区を中心）は標高2,700ｍ域を自動車で訪問できる県内有数の観光地であり、この貴重な自然環境を岐阜県の自然資産として後世に残すため、環境保全施策を実施。

（１）環境影響評価調査
乗鞍スカイラインの自動車利用の規制見直しの検討資料とするため、調査を実施

（２）環境パトロール員の設置
乗鞍鶴ヶ池集団施設地区において、利用者が自然環境に与える影響を低減させるため、巡視指導を実施
　      利用者に乗鞍岳の自然環境に関する情報を提供

（３）乗鞍地域施設改良
　    利用者の安全性で快適な施設利用や貴重な自然環境を保全していくための施設の設置（平成24年度公衆トイレの改築）
	２　所要経費


（１）環境影響評価調査費        　5,792千円
（２）環境パトロール員設置費   　13,779千円
（３）乗鞍地域施設改良費         21,465千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　 Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
	２　これまでの取組状況


（１）環境影響評価調査では、毎年、大気環境状況、植生等影響、水質調査を実施。また、3年に一度、シラビソの立ち枯れ状況を実施。

（２）乗鞍環境パトロール員による登山道、遊歩道以外への踏み込み、ゴミの投げ捨て防止等の指導。
　　     　平成22年度指導件数　635件
   （３）乗鞍自然環境指導員による乗鞍岳の自然環境に関する解説や、ガイドマップ等の配布。

平成22年度解説件数　2,000件
平成24年度より乗鞍環境パトロール員へ業務を統合。

（４）乗鞍鶴ヶ池集団地区内の登山道、遊歩道（木道、木製階段）等の修繕を実施。　
	３　これまでの取組に対する評価


乗鞍スカイラインのマイカー規制及び乗鞍環境パトロール員による踏み込み防止指導の効果により、緩傾斜地では植被率が回復傾向にある。また、高山植物等の種類数（調査地）では、平成14年度の39種に対して、平成22年度には43種と微増した。
乗鞍環境パトロール員は、利用者のマナー向上のため、環境保全の啓蒙普及に加え、
指導を行った。その結果、毎年、指導件数は減少傾向にある。
　  登山道、遊歩道等の修繕を実施したことにより、利用者への安全性、施設利用の快適性の向上が図られた。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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	20,247
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